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ＪＲ東労組 
大船支部 

 輪軸圧入作業のデータ改ざんについて、東

京地本は東地申第０４号「輪軸圧入作業の不

適切な取扱い等について」を申し入れ団体交

渉を行ってきました。 

  

交渉の中で会社はグラフの書き換えについ

てはコンプライアンス違反と認めたものの、

「改ざんという表現は適当ではない。書き換

えが最も適当な表現である。」と主張しまし

た。その後議論を行うも平行線となり、「改ざ

ん」については一切認めませんでした。 

 

 事象をどのように捉えているのかが一致で

きないままではこの先の議論ができないと判

断し、団体交渉は中断を申し出て、再度議論

の場を設定することとなっています。 

（詳細は JREU TOKYO 

業務部速報 No.058をご覧下さい） 

ちなみに各報道機関の情報を見ると・・・ 

Ａ社「２００８～２０１７年 在来線の輪軸１１８７本のデータを改ざんしていたことを公表」 

Ｂ社「過去に改ざんも 輪軸７６本が基準逸脱 ＪＲ東日本が点検結果発表」 

Ｃ社「ＪＲ東日本 在来線４６両で圧力基準未達 過去には改ざんも」 


